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環境への廃棄プラスチックの流
出をなくすことは、大きな課題
ですが、乗り越えられない課題
ではありません。

AEPWは設立以来、世界中のコ
ミュニティに長期的にポジティ
ブなインパクトを与え、有意義
な変化をもたらすソリューショ
ンの創出に取り組んできまし
た。私たちは複雑な問題に対す
る理解を深め、ソリューション
に活かしています。

今この重要な時期に、AEPWは
変革的な役割を担っているとい
う自負を持っていますが、私た
ちがすべてを解決できるわけで
はありません。AEPWは、廃棄
プラスチックの問題の解決に必
要なソリューションを開発する
ことで、インパクトを生み出す
ことを目指しています。
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進していきます。2019年以降、
私たちはソリューションアクセ
ラレーターファンドを通じて、 
2億2 ,500万米ドルの資金を8つの
地域の50以上のプロジェクトに
割り当て、地域固有の課題に対
応したソリューションの開発を
支援してきました。

このような革新的でしばしば複雑
なソリューションには、インフラ
提供者、イノベーター、科学者、
政府、コミュニティ、民間セクタ
ーとの強力な連携が必要です。ソ
リューションの数が増えるにつれ
て、環境に有益な、社会的に責任
ある方法で、経済的に実行可能な
ソリューションを再現し、スケー
ルアップするための資金を動員す
る上で、金融業界とのパートナー
シップを強化することの戦略的重
要性が増しています。

AEPWは多くのことを達成しまし
たが、やるべきことはまだたくさ
んあります。このプログレスレポ
ートは、AEPWが断固たる決意で
ミッションの実現に取り組み、シ
ステム変革における触媒となって
いることを示しています。

廃棄プラスチックを無くす国際
アライアンス（AEPW）は、環境
に流出するプラスチックをなく
すという明確なミッションを掲
げています。過去3年間は、廃棄
プラスチックの回収と管理を改
善するためのインフラ開発とシ
ステムへの投資というミッショ
ンに重点を置き、イノベーショ
ンの活用、アイデアのインキュ
ベーション、新しいソリューシ
ョンとテクノロジーのスケール
アップを加速させてきました。

取締役会議長のメッセージ

ダーバン（南アフリカ）で収集されたごみは買取センターに集められ、分別してから売却される。

ジム・フィッタリング 
廃棄プラスチックを無くす国際アライアンス、取締役会議長;  
ダウ、最高経営責任者（CEO）兼取締役会議長

私は、これまでの成長を基に会員
企業、政府、市民社会との連携か
らチームが得た知識と経験を活か
し、このアプローチの継続的な発
展を監督する取締役会を率いるこ
とができて嬉しく思います。

今日、AEPWは廃棄プラスチック
の管理とリサイクルの分野の技術
的専門知識を高く評価されていま
す。プラスチックバリューチェー
ン全体と協力する私たちのユニー
クなアプローチは、政府や市民社
会だけでなく、金融機関にも評価
されています。

取締役会は引き続き、廃棄プラス
チックが引き起こす複雑な問題に
対するAEPWの貢献を管理し、私
たちのインパクトが最も直接的に
伝わる地域コミュニティにおいて
投資と意味のある活動とのバラン
スを図ってまいります。

会員企業の支援を受けながら、 
AEPWは新しいアイデアを生み
出すグローバルラボ （実験室） 
として成長を続け、環境に流出
する廃棄プラスチックをゼロに
するための新しい技術、ビジネ
スモデル、ソリューションを推
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1. GIRO Argentinaのモデルは、地元
のごみ埋立地で働くウェイスト・
ピッカーに雇用を創出した。

2.  インドのシュンドルボン地域で責
任ある廃棄物管理について学ぶ生
徒たち。

3.  Taka Taka Solutionsは、ケニアの
ナイロビで複数の廃棄物ストリ 
ームの収集、選別、処理を行って
いる。

4.  LOVEREは中国の「インターネッ
ト・プラス」政策に沿って、 
新たな収集モデルの構築に貢献し
ている。2

3

チックの量は大幅に増加しまし
た。AEPWのプロジェクトとプロ
グラムによって、70,000トン以上
の廃棄プラスチックが転用され、
リサイクルされています。これは
素晴らしい成果のように見えます
が、世界全体で見ると、必要な処
理量のほんの一部に過ぎません。

AEPWは設立以来、取り組みを通
じて、複雑なプラスチック問題に
対する理解を深めてきました。私
たちは、世界中のコミュニティに
長期的にポジティブなインパクト
を与え、有意義な変化をもたらす
ソリューションの創出に取り組ん
でいます。これまでの経験を活か
し、ステークホルダーの声に耳を
傾け、何が機能するのか、また同
じく重要なこととして、何が機能
しないのかに関する私たちの知識
を適用しています。

グローバルサウスでは環境に流出
したり、埋立地に運ばれたりした
廃棄プラスチックを直接転用し、
地方政府や金融機関との連携のも
と、統合的廃棄物管理システムを
構築し、地域コミュニティの廃棄
物管理能力を向上させて、循環型
経済を推進する取り組みを行って
います。

グローバルノースでは、 循環型経
済の実現に必要なイノベーション
の創出に重点を置いています。こ
れには、インテリジェントな廃棄
物分別システムへの投資、多種多
様なプラスチックをリサイクルす

AEPWのプログレスレポート2022によう
こそ。私たちは今年、AEPWの取り組み
のインパクトを測定・報告し、組織の重
点目標と成長を示すための手法を進化さ
せました。

プレジデントのメッセージ

る革新的なソリューションの開発
奨励、再利用可能な包装材への移
行が含まれます。

今後私たちは、会員企業の数を増
やし、パートナーとのエンゲージ
メントを深めていきます。また、
より明確で現実的な目標を設定
し、独立した第三者機関による保
証を含む、追加の測定と報告を行
っていきます。

AEPWは、政府、企業、NGOの能
力構築を支援するため、国や多国
間のフォーラムに出席し、プロジ
ェクトで得た情報やデータを提供
しています。

私たちはこの重要な時期に、プラ
スチックのバリューチェーン全体
の総合力を結集し、現状の変革に
大きな役割を果たすことを決意し
ています。 

ジェイコブ・デュアー
AEPW、プレジデント

過去1年間、私たちはミッション
の実現につながるインパクトの測
定方法を再検討してきました。除
去し、リサイクルされた廃棄プラス
チックの量は重要な指標ですが、
この問題の規模は大きく、全体と
して見ると、長期的に達成すべき
規模のインパクトを生み出すに
は、トン数を増やすだけでは不 
十分です。

AEPWのミッションの中核にある
のは、環境中の廃棄プラスチック
をなくしプラスチックの循環型経
済への移行を加速させることで
す。そのため私たちは、経済的、
社会的、環境的に持続可能で、再
現性があり、スケールアップでき
るソリューションを世界中で開発
することに重点を置いています。

今年のプログレスレポートで
は、AEPWがどのように地域固有
の課題に対応したソリューション
を展開し、プラスチックの流出を
防いで、循環性を向上させている
かを、さまざまな事例を挙げてご
説明します。私たちのプラスチッ
ク問題に対するアプローチは、イ
ンパクトを加速させるために、バ
リューチェーン、政府、金融機
関、その他すべてのパートナーと
協力し、成功したソリューション
を異なるコンテキストや地域に適
用して再現することです。

私たちはこのアプローチに自信を
持っています。2022年には、転
用・リサイクルされた廃棄プラス
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が新規または改善され廃棄物管理ービスを利用
できるようになりました。

38,729トン
の管理されていない廃棄プラスチックが、AEPWの設立以来削減されました。
初期のプロジェクトが実を結び、AEPWのインパクトは加速度的に大きくなっ
ています。2021年には2,440トン、2022年には35,789トンの管理されていない
廃棄プラスチックが削減されました。

の廃棄プラスチックら、主
にリサイクルを通じて価値
を生み出しました。

のリサイクル能力が、現在資金を提供して
いるプロジェクトが完了すると追加される
見込みです。

156,845トン/年39,113トン

189,177人
の参加者が教育プログラムに参
加しました。

657組織
に環境から廃棄プラスチック
をなくすための積極的な支援
を行っています。

2億9,700万米ドル
の収入を得ました。

2億2,500万米ドル
がプロジェクトとミッション関連の活動に配分
され、2022年末までに57％が支出されます。

4,229人

の新規雇用の創出や労
働条件の改善から恩恵
を受けた人の数。

4,355,638人

ソリューションアクセラレ 
ーターファンド
2019年以降の累計インパクト

インパクト

現在私たちは、プラスチックのバ
リューチェーン全体から70社以上
の企業と、地域コミュニティ、市
民団体、政府間組織、金融機関、
政府からなるネットワークを構築
しています。この幅広いネットワ
ークは、大きなインパクトを生み
出すのに不可欠な、最高レベルの
異業種コラボレーションを創出す
るのに役立っています。私たち
は、プラスチックの生産者やユー
ザーとの直接的な協力があっては
じめて、長期的に廃棄プラスチッ
クに実際的かつ測定可能なインパ
クトを与えるソリューションを 
開発することができると考えてい 
ます。

AEPWは設立当初から、2つの相互
に関連する目標を掲げています。
一つは、環境への廃棄プラスチッ
クの流出を抑制する上で触媒的な
インパクトを持つ、大規模な資金
調達をし運用すること。もう一つ
は、プラスチックのサプライチェ
ーン全体で廃棄プラスチック に  
取り組むために、AEPWの会員企
業に会員独自の追加措置をとるよ
う働きかけることです。これらの
目標は、AEPWのメンバーシップ

と財務目標に密接に結びついてい
ます。

AEPWによる廃棄プラスチックと
いう多面的な問題へのアプローチ
が進化するにつれて、直接投資や
触媒的投資から期待されるインパ
クトの測定と報告は精緻化してい
ます。そのため、ミッション達成
に向けた進捗状況をより詳細に把
握できる指標を採用することにな
りました。

インパクトの測定方法は、確固と
したものでなければなりません。
廃棄プラスチック回収量やリサイ
クル量、関連データはもちろん重
要ですが、AEPWの活動やインパ
クトを幅広く把握することが必要
です。この知見に基づき、本レポ
ートで使用された指標は、過去の
レポートのものよりも包括的にな
っています。私たちは外部パート
ナーと協力して、インパクトに関
するデータの収集や検証に用いる
プロセスの保証を開始し、今後も
継続する予定です。AEPWの取り
組みが成熟するにつれて指標の幅
を広げ、外部機関による保証を取
得して信頼性を高めていきます。

一つの組織だけ廃棄プラスチックの問題を解決することはで
きません。それでも、AEPWは、環境への廃棄プラスチック
の流出を防ぎ、回収とリサイクルを大幅に増やすため、スケ
ールに応じて再現できる多様なソリューションモデルの開発
に協力することで、ポジティブな変化をもたらす重要な役割
を果たしています。
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インパクト

コアトピック 関連トピック

ソリューショ
ンモデルを開

発する
ソリューション
モデルの実証プ

ロジェクト数

管理されてい
ない廃棄物を

削減する
管理されていな

い廃棄プラス 
チックの 

累計削減量

廃棄物から価
値を生み出す
価値化された廃
棄プラスチック

の累計

廃棄物を新たに
回収・利用する

能力（プロ 
ジェクトの成熟

度で予測）

資金を動員す
る

AEPW関連活動
を支援するため
のコミットメン

ト資金合計

AEPW関連活動
に割り当てられ

た資金合計

社会的便益を
創出する

廃棄物管理への
アクセスが改善
された人の数　

新規雇用の創出
や労働条件の改
善から恩恵を受

けた人の数

気候変動の影
響を緩和する
CO2排出量の年
間推定削減量

エコシステム
を実現する

AEPWが積極的に
関与している主

要組織の数

AEPWに関連する
教育プログラム

の参加者数

1 3 65 742

インパクトを評価する
AEPWのインパクトと進捗を測定
し、実証するために、5つのコア
トピックと2つの関連トピックを
定義しました。各トピックエリア
は具体的な指標によって裏付けら
れています。

コアトピック
コアトピックとは、環境流出への
対応や循環性への移行支援な
ど、AEPWのミッションに直接関
連する分野です。

関連トピック
関連トピックとは、AEPWの関心
の中心にはなくても、ミッション
を果たす上で重要な分野です。

ソリューションベースのアプロー
チ
環境から廃棄プラスチックをな 
くし、循環型経済を構築すること

は、巨大な問題ですが、乗り越え
られない問題ではありませ
ん。AEPWのインパクトが急速に
高まっていることを誇りに思って
いますが、私たちの目標は廃棄プ
ラスチックの問題をすべて自力で
解決することではありません。民
間部門と公的部門の両方の行動を
促す必要があるのです。私たちの
取り組みが、「ソリューション・
モデル」というコンセプトに基づ
いているのはそのためです。

AEPWは、有望な新しい技術、新
しいビジネスモデル、新しい資金
調達のアイデアなどを検証し、廃
棄プラスチックの問題に取り組む
プロジェクトに資金を提供してい
ます。プロジェクトがうまくい
き、ソリューション・モデルの実
証に成功した場合は、私たちはそ
の成功をできるだけ幅広く共有
し、私たちの取り組みをベースに

して他の人々が水平展開できるよ
うにしたいと考えています。

これを行うために、テストするア
イデアだけでなく、現地の社会経
済や政策、廃棄物の状況など、プ
ロジェクトのあらゆる側面を記録
しています。すべてのプロジェク
トから得た知見を記録することに
も注意を払っています。

インパクト指標を活用して、 
AEPWはプロジェクトのあらゆる
側面を厳密に測定しており、デー
タによってプロジェクトの実行可
能性と有効性を確認することがで
きます。究極的には、2つの理念
が私たちの成功の原動力となって
います。一つは実証可能なソリュ
ーションモデルの数。もう一つ
は、そのような実証済みのモデル
を同上するよう他の人々に働きか
ける力です。 

AEPWは、どのソリューションモ
デルをテストで実証するかを決め
る明確な選定基準を持っていま
す。第一に、循環型経済への移行
を妨げるギャップや障害に取り組
むものでなければなりません。開
発途上国の中には、自治体のごみ
収集システムが存在しないところ
もあります。先進国では、自治体
のごみ分別システムを改善し、廃
棄物の流れを明らかにする必要が
あるでしょう。その他に、高密度
ポリエチレン（HDPE）製洗剤ボト
ルの再利用モデルや、マルチラミ
ネートフィルムのリサイクル技術
の開発、建設現場で使用される耐
久性のあるプラスチックの回収・
処理方法の開発など、特定の用途
におけるギャップも考えられます。

どの場合でも、ソリューションモ
デルの特徴にはさまざまな差異が

あります。一例を挙げると、米国
中西部で機能するモデルはケニア
やインドネシアに適用できない可
能性があります。ですから私たち
は、ソリューションモデルを定義
するとき、コンテキストに注目す
るようにしています。低所得の農
村部と高所得の都市部では、PET
ボトルを集めるソリューションモ
デルは必然的に異なるからです。

さまざまな地域ごとにギャップが
存在し、それらを解決するために
多様なモデルを開発し、実証する
必要があります。私たちは、モデ
ルをスケールアップした場合の廃
棄プラスチックの処理量や、その
モデルに優れたアイデアがあり有
効性を検証する価値があるなど、
さまざまな要因を考慮して優先順
位を付けています。その他にも、
そのソリューションが環境に優し

いか、社会的に責任ある方法か、
技術的に可能か、経済的に実行可
能か、再現性が高いかなど、多く
のフィルターをかけて選別してい
ます。 一つのソリューションモデ
ルが、特定のプラスチック用途の
エンドツーエンドソリューション
になる場合もあれば、より大きな
ソリューションの一部になる場合
もあります。

今後の方向性
AEPWは今後も活動を続け、廃棄
物管理問題のより多くの側面に対
応するソリューションモデルのレ
ポジトリを構築したいと考えてい
ます。プラスチック問題に特効薬
はありません。さまざまなアイデ
アが必要なのです。私たちのレポ
ジトリは機能するソリューション
を実証し、共有するための重要な
ツールとなるでしょう。

AEPWの設立以来、累計38,729トンの管理されていないプラスチック廃棄物が削減された。
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インパクトを測定する：基本原理
AEPWは、私たちが得た知見を誰もが理解し、その理解に基づいて5つの基本原
理にコミットできるようにしたいと考えています。

検証可能性
収集、記録、編集、分析した情報
の質を検証できること。

透明性
ステークホルダーが合理的な確
信をもって意思決定できるよ
う、十分かつ適切な情報を開示
すること。

比較可能性
一貫性を持って情報を選択、編
集、報告し、インパクトの経時
的な変化を分析可能にするこ
と。

正確性
正確で、十分に詳細で、検証
可能な情報を報告すること。

追加性
AEPWの成果および/またはAEPWに
よって加速され、最初のベースライ
ン（何も対策も取らない「business-
as-usual」シナリオ）に重要な利益
をもたらすインパクトだけを主張す
ること。

インパクト

第三者アセスメントの実施に際し
て、DNVは以下の活動を行いまし
た：

 •  AEPWのディレクター、上級管
理職、プロジェクトマネージャ
ーとリモート面談を行い、コア
トピック、関連トピック、KPI
を作成・集計・報告するための
主要なプロセス、システム、統
制について理解を深めた。

 •  データがどの程度適切に測定・
記録・照合・報告されているか
確認するために、コアトピッ
ク、関連トピック、KPIについ
て、限定的な実証テストを選択
的に実施した。

 •  AEPWのディレクター向けに機
密の保証準備評価レポートを作
成して、2023年のプログレスレ
ポートについて正式な限定的保
証を得る前に、AEPWが検討し、
取り組むべき事項に関する主な
所見と提言の概要を報告した。

保証ステートメント
DNV	ビジネス・アシュアランス・サービス	UK	LTD

DNVは、AEPWの定義したインパ
クト指標の方法論とガバナンス
が、AEPWが現場のパートナーと
の協働を通じてインパクト報告ア
プローチを継続的に展開する中
で、トップレベルの指標について
限定的な独立保証を得るための有
効な基盤を提供するものであると
判断しました。

この独立評価報告書は、2022年に
おけるAEPWのサステナビリテ
ィ・パフォーマンスと、本プログ
レスレポートで開示された情報の
質について見解を提供するもので
はありません。またDNVは、2022
年に、AEPWの報告に対する評価
の独立性を損なう可能性のある他
のコミットメントに一切関与して
いません。

AEPWは、DNV	ビジネス・アシュアランス・サービ
ス	UK	Ltd（DNV）に依頼して、AEPWの報告期間
（2022年1月1日から2022年12月31日）のコアトピッ
クおよび関連トピック、ならびにAEPWの設立以来
の累計インパクトについて、AEPWのインパクト指
標ハンドブックに記載されている報告基準に準拠
して、第三者アセスメントを実施しました。DNV
は、AEPWの「コア」トピックと「関連」トピッ	
クの状況を評価し、一定の保証を得るために主要
業績評価指標（KPI）を用い、報告書を作成して	
います。
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インパクトレポートの枠組みを作成するにあたり、以下の項目を優先しま
した：

独立して保証される、現在および将来予想されるインパク
トについて透明性のある報告を行うこと

さまざまなステークホルダーとのコミュニケーションを支
援すること

信頼を築き、できるだけ一般的な報告原則と報告基準を採
用すること

インパクト指標の開発

パートナーであるEY、ERM、DNV
と協力して、学術界、報告の枠組
み、同様の取り組みを行う組織で
使用されている指標を調査し、関
連性の高い約150の指標を選び出
しました。各指標は4つの基準に
基づいて評価されました：

•	 つまたは複数のミッションに関
わるトピックと関連性があるこ
と

•	 指標の性質

•	 測定しやすさ

•	 外部保証の範囲に指標を含める
能力		

AEPWはミッション達成の途上に
あり、進捗の測定は簡単ではあり
ません。ソリューションを開発
し、実証するためには、個々のプ
ロジェクトを育成すると同時に、
今後再現するための条件をどのよ
うに整えるか検討する必要があり
ます。加えて、プロジェクトに取
り組み始めてから意味のあるイン
パクトを生み出すまで、通常3年
から5年という長い期間が必要で
あり、国レベルのインパクトを実
証する再現実験にはさらに時間が
かかることがあります。AEPWの
進捗を反映したものにするため、
将来の成果につながる現在の活動
を測定する「インプット」指標
と、達成された実際の成果を測定
する「アウトプット」指標を照ら
し合わせ、比較することにしまし
た。

AEPWの目標は、世界的に重要な2つの問題である、環境への
廃棄プラスチックの流出防止とプラスチック循環経済への移
行支援に取り組むために、資金を動員し、その資金を使っ
て、スケールアップと再現が可能な新しいアイデアをテスト
で実証することです。規模を拡大して再現するには、環境に
優しく、技術的に可能で、社会的に責任ある方法で、経済的
に再現でき、理想を言えば投資可能なソリューションである
ことが必要です。

業界の専門家に相談し、さまざま
な報告基準を検討した結果、7つの
トピックと11の最重要指標からな
る報告書の枠組みが策定されまし
た。これらは、私たちのインパク
トの全体像を把握するために収集
が必要な50以上のデータを集約し
たものです。

AEPWは各指標について詳細に定義
し、文書化しました。そこには、
指標の詳細な説明、測定単位と測
定期間、データ収集・記録保持・
検証の責任、スコープの包含・除
外の特定、計算方法、必要とされ
るインテグリティの基準などが含
まれます。

ESG報告に必要なデータインテグリ
ティの確保に向けた取り組みは数
年にわたり、端緒についたばかり
です。私たちは、ツールの開発、
適切なトレーニング、すべてのス
テークホルダーへの周知を確実に
行うとともに、知見を深め、指標
を進化させて、これらの枠組み、
データ定義、エビデンスの更なる
改善に努めます。

2019年のAEPWの設立以来、累計39,113トンの廃棄プラスチックが削減された。
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実証実験ソリューション

AEPWは通常、初期段階にあるプロジェクトの資本支出
に資金を提供します。ただし、経済的リターンよりも
インパクトリターンを期待しており、成長段階でスケ
ールアップが見込まれるプロジェクトの場合は、運転
資金を提供することもあります。一部の国では、環境
に流出したプラスチックや埋立地に運ばれた廃棄プラ
スチックを直接転用する取り組みを行っています。ま
た、私たちは、地方政府や金融機関と連携しながら、
地域コミュニティの廃棄物管理能力を向上させ、循環
型経済を推進する統合的廃棄物管理システムの構築を
支援しています。その他には、インテリジェントな廃
棄物分別システムへの投資、多種多様なプラスチック
をリサイクルするための新たなソリューション開発の
奨励、再利用可能な包装材への移行に重点を置いてい
ます。

以下のページで取り上げるプロジェクトは、ソリュー
ション・アクセラレーター・ファンドを通じて、デザ
イン（設計）、収集、分別、リサイクルの分野、およ
び詰め替え・再利用などのより循環的なモデルの導入
に関するもので、AEPWが2022年に実施し、進展が見
られたプロジェクトの一部です。

AEPWは、持続可能なソリュー
ションを生み出すグローバル
ラボ	(実験室)	の役割を果たし
ています。私たちは、環境中
の廃棄プラスチックをなくし、
プラスチック循環経済への移
行を加速させるために、地域
固有のニーズと課題に対応し
たソリューションの開発を支
援しています。2022年末現
在、AEPWは8つの地域で53件
のプロジェクトに資金を提供
しています。
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アフリカ

ダンドラのごみの山に挑む

ケニアで進む軟質廃棄プラスチッ
クのリサイクル
ナイロビ・ダンドラ地区の埋立地
近くにおいて、リサイクルが困難
な軟質廃棄プラスチックに新たな
命を吹き込む処理工場の建設が始
まりました。

2022年に半年間のコラボレーショ
ンを成功させた後、Taka TakaとAEPW 
はこれまで埋立地に放置されてい
た軟質廃棄プラスチックの持続可
能なリサイクルに向けて、意欲的
なプロジェクトを立ち上げました。

ダンドラは首都ナイロビの郊外に
あるアフリカ最大級のごみ集積場
で、面積は30ヘクタールに及びま
す。20年以上前に最大処理能力に
達したにもかかわらず、今も毎日
2,000トンの分別されていないごみ
が運ばれてきます。その中にはト
ラック30台分の軟質廃棄プラスチ
ックが含まれています。

ごみを拾って生計を立てるウェイ
スト・ピッカーは社会経済的に下
層の人々で、家庭ごみや事業系ご
みの山の中からお金になるものを
回収し、現金収入を得ています。

売れない軟質廃棄プラスチックに
は見向きもしません。

新しい施設によって処理能力が向
上することで、軟質廃棄プラスチ
ックを分別し、生産サイクルに戻
すことができるだけでなく、ナイ
ロビで最も貧しい人々の安全を守
り、所得を増やすことができると
Taka Takaは考えています。

2022年、AEPWの支援を受けて、 
Taka Takaは近隣の非正規労働者が
集めた軟質廃棄プラスチックを買
い戻し、分別する作業場を開設し
ました。 その結果、140,000人の住
民が新規または改善された廃棄物
管理サービスを利用できるように
なり、500人の非正規労働者が廃棄
プラスチックの見分け方や分別方
法についての研修を受けました。
ダンドラのウェイスト・ピッカー
が直面している困難な状況を考え
れば、この作業場で働く労働者は
防護服や安全靴を支給され、定期
的に健康診断を受けられます。

また、リサイクル可能なごみを適
正価格で買い上げることで、そう
したごみを拾うインセンティブが
生まれ、労働者の所得も増えます。

半年もたたないうちに、Taka Taka
は1,000トンの軟質廃棄プラスチッ
クを埋立地から回収するという目
標を達成しました。梱包された廃
棄プラスチックはTaka Takaの施設
に運び込まれ、洗浄後にペレット
化、バージンプラスチックの代替
品として現地のプラスチック生産
システムに再投入されます。

初期のコラボレーションが成功し
たことで、Taka TakaとAEPWは5年
間のパートナーシップ契約を締結
し、既存施設の隣に新しい施設を
建設することになりました。新施
設は2023年第4四半期に稼働する予
定で、AEPWの資金で最新の処理設
備を導入し、年間16,000トンの軟質
廃棄プラスチックを処理する計画
です。プロジェクトの規模を考え
ると、新施設の稼働により、200人
以上の雇用が創出されると見込ま
れます。

本プロジェクトによって、ナイロ
ビにおけるTaka Takaの既存事業も
拡大しています。Taka Takaという
会社名はスワヒリ語で「ごみ」を
意味し、ナイロビで10年以上にわ
たり、さまざまな廃棄物の回収、
分別、処理を行ってきました。 
Taka Takaの企業カラーである明る
いオレンジ色のトラックは、世界
有数の汚染都市と言われるナイ 
ロビにてよく見かけられます。 
ごみの排出量は増え、人と環境 
に対するリスクは高まる一方で、 
Taka Takaは収集したごみの約 
95%をリサイクルまたはコンポ 
スト化できるようになりました。

軟質廃棄プラスチックを処理し、
資源として生産システムに再投入
することに着目したことで、ナイ
ロビは循環型都市に一歩近づくこ
とができたのです。

1. Taka Taka Solutionのごみ分別場。

2.  500人の非正規労働者が廃棄プラ
スチックの種類を見分け、分別す
る仕事を覚えることができた。

2

1

場所
ナイロビ（ケニア）

プロジェクトパートナー
TAKA	TAKA	SOLUTIONS

達成事項

500 1,000 140,000
人の非正規労働者の労働条件を
改善

トン以上の廃棄プラスチックを
転用

人が新規または改善され廃棄物
管理サービスを利用できるよう
になった

国連持続可能な開発目標
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2

1

アフリカ

より包括的なシステム 
を目指すヨハネスブルグ

管理の有能なパートナーであるこ
とが証明された形です。こうした
認識は、分別センターでの研修や
継続的な改善プログラムを通じて
強化されています。

2023年2月現在、本プロジェクト
では、環境中のごみや埋立地に運
び込まれたごみから約600トンの
廃棄プラスチックを資源に転用し
ました。この数値にはAROが他の
団体と協力して転用したものも含
まれています。

非正規のごみ回収者を南アフリカ
の廃棄物管理エコシステムの重要
な担い手の一端として認識するこ
とから始めたAROの活動は、都市
全域や場合によっては国全体にス
ケールアップして適用できるモデ
ルです。

場所
南アフリカ（ヨハネスブルグ）

プロジェクトパートナー
AFRICAN	RECLAIMERS	
ORGANISATION	

達成事項

600 4,000
トンの廃棄プラスチックを転用 人以上が新規または改善され

た廃棄物管理サービスを利用
できるようになった

回収者を約束を守り、信頼できる
労働者として認めてもらい、正規
の廃棄物部門と一緒に働けるよう
サポートを行っています。

2022年10月、AEPWはこのような
取り組みに重点を置きつつ、回収
者が効率的かつ安全に働くための
道具類を提供しました。このよう
な活動は、回収者たちがごみ埋立
場や混雑した道路上で、基本的な
生活必需品を手に入れる余裕もな
く働いていることを認識したもの
です。

AEPWとの9カ月にわたるコラボレ
ーションの一環として、回収者は
ムプマランガ州のメイフラワーと
ヨハネスブルグ市の一部で廃棄プ
ラスチックを回収し、運搬しやす
くまとめてからトラックに積み込
みました。その結果、4,000人ほど
の住民が新規または改善された廃
棄物管理サービスを利用できるよ
うになりました。

廃棄プラスチックは高速道路の高
架下にある仮集積場にいったん持
ち込まれ、新設された分別センタ
ーに移送されます。分別センター
では安全に働けて、一度に大量の
ごみを分別し、販売用にまとめる
ことができます。その場で廃棄プ
ラスチックを移動式ベイラーで圧
縮するので、運搬費用を安く抑え
ることができます。

分別センターが稼働したことで、
非正規労働者の労働環境と暮らし
が改善されただけでなく、彼らが
信頼できる労働者であり、廃棄物

回収者とともにギャップを埋める
南アフリカでは何年もの間、非正
規のウェイスト・ピッカー（回収
者 (reclaimer) とも言う）が何トン
ものごみを路上やごみ処理場で拾
い、廃棄物管理に大きな役割を果
たしてきました。彼らは過酷で危
険な環境で長時間働いているにも
かかわらず、生計を立てるのがや
っとで、社会の片隅に追いやられ
目に見えない存在でした。

ヨハネスブルグで設立されたNPO
のAfrican Reclaimers Organisation 
(ARO) は、こうした状況を変えよ
うとしています。 AROは6,000人の
回収者を一つの組織にまとめ、発
言する機会を与えるとともに、収
集したごみを分別し、資源ごみを
現地のリサイクル市場に販売する
ための施設を建設しました。これ
により、社会に必要な仕事をして
いる回収者は、公正な報酬と評価
を得られるようになると期待され
ています。AROのパートナーも、

国連持続可能な開発目標

1.  2018年に設立されたAROは非正規ごみ
回収者を一つの組織にまとめようとし
ている。

2.  AEPWの資金で建設されたAROの分別セ
ンターは、回収者に効率的で安全に働
ける場所を提供している。
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アフリカ

INKWAZI ISU：「南アフリカ 
の遊び場」をきれいにする

Inkwazi Isu (ウミワシ) プロジ
ェクト
南アフリカのダーバン市は、行
政、産業界、市民社会が連携し
て、都市のプラスチック汚染問題
の解決を目指すユニークなプロジ
ェクトに取り組んでいます。

不均等な分配かつ限られたリソー
スによって廃棄物の管理が妨げら
れているこの国では、ごみの管理
が十分ではありません。南アフリ
カ保健医療財団（SAHF）とのパー
トナーシップのもとで、公的セク
ターと民間セクターが力を合わせ
て、アマンジムトティの海岸とイ
ジンボコドゥウェニ川流域の廃棄
プラスチックを資源に転用する活
動を行っています。

まず最初に、ダーバン周辺に新た
に10カ所の資源回収施設（MRF）
を整備し、上記二つのエリアのコ
ミュニティから回収した廃棄プラ
スチックの分別を開始する計画で

す。これは、AEPWの会員企業であ
るSasolがアップグレード資金を提
供し、自治体に引き渡した2つの
MRFの運営が軌道に乗っているか
らこそ実現したプロジェクトです。

永遠に続くかのような金色の砂浜
が美しい海岸線の街はリラックス
した雰囲気に包まれ、「南アフリ
カの遊び場」と呼ばれていました
が、過去3年間に二度にわたる洪
水の被害を受け、何トンもの廃棄
プラスチックが沿岸域に流出しま
した。度重なる災害への対応がコ
ラボレーションのきっかけとな
り、2022年6月にInkwazi Isuプロジ
ェクトが立ち上がりました。

Inkwazi Isuとは、流域清掃後に戻
ってくるアフリカウミワシにちな
んでいます。4年間のプロジェク
トでは、被災地域の清掃活動その
ものではなく、ごみの分別施設の
強化、地域コミュニティへの啓発
活動、新しいソリューションを開
発する起業家のためのイノベーショ
ンハブの構築に資金を提供します。

2023年末までに、AEPWの資金で5
つのMRFを整備し、都市のごみ分
別能力を向上させ、最終的にはリ
サイクルを目指します。これによ
り、使用済みプラスチックを毎年
12,000トン追加で処理できるよう
になります。残りの5つのMRFは来
年中に整備する予定です。これら
のMRFは、ごみ埋立地、ごみ捨て
場、一般家庭、学校から出るごみ
を処理し、ごみは自治体の廃棄物
労働者が収集するか、非正規の回
収者から購入します。

何千人もの地域ボランティアが、
川やビーチの定期的な清掃活動に
参加し、何トンものごみを拾って、

自然環境の回復に協力しています。 
Inkwazi Isuのごみアンバサダーが、 
廃棄プラスチックの分別や流出防
止を呼びかける啓発活動を行い、
プロジェクトをサポートしています。

これは、アンバサダーが地域コミュ
ニティで行っている活動を基盤とし
ています。50カ所の学校で、廃棄プ
ラスチックの見分け方と分別方法に
関する教育プログラムを実施してお
り、生徒たちに自宅から出る廃棄プ
ラスチックを回収するよう働きか
けています。こうしたごみ収集プ
ログラムのおかげで、現在では毎
月100トン以上の廃棄プラスチック
をリサイクルできるようになりま
した。非正規セクターが回収で大
きな役割を果たす一方で、処理施
設の老朽化や施設自体がないため
に、廃棄プラスチックのリサイク
ルは14%しか進んでいません。こ
のような状況では、協調的で一貫
したアプローチが求められます。

2025年12月までに、Inkwazi Isuは
20,000トンの廃棄プラスチックを
収集・分別し、ごみ回収者と分別
者にポジティブな社会的インパク
トをもたらすことを目指していま
す。この目標は順調に達成できそ
うです。2022年7月から12月の間
に、当初の予想であった2,500ト 
ンを超え、4,000トン以上の廃棄 
プラスチックが収集・分別され、 
このうち3,500トンが価値化され 
ました。プロジェクト開始以降、 
33,000人を支援し、150人の雇用
が創出されています。最終的な目
標は、各MRFが自立的に運営さ
れ、分別されたプラスチックやそ
の他のリサイクル可能なごみを現
地のリサイクル業者に販売できる
ようになることです。

Inkwazi Isuプロジェクトは、南ア
フリカで3番目に人口の多いダー
バンで実施されています。そこで

1.  2022年7月から12月の間に、当初 
の予想であった2,500トンを超え、 
4,000トン以上の廃棄プラスチック
が収集・分別された。

2.  ごみ収集プログラムのおかげで、毎
月100トン以上の廃棄プラスチック
をリサイクルできるようになった。

国連持続可能な開発目標

場所
ダーバン（南アフリカ）

プロジェクトパートナー
南アフリカ保健医療財団

達成事項

150 4,000
人以上の雇用を創出 トンの廃棄プラスチックを転用

3,500 33,000
トン以上の廃棄プラスチック
を価値化

人以上が新規または改善され
た廃棄物管理サービスを利用
できるようになった

2

1

のプロジェクトが成功するなら、
他の沿岸地域にも水平展開できる
可能性があります。他の場所で
も、廃棄プラスチックの自然環境
への流出を食い止め、埋立地の廃
棄プラスチックを資源に転用し、
バリューチェーン下流における処
理技術の開発を奨励して、雇用を
創出し、国全体の環境を改善する
ことができるでしょう。
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南アメリカ

都市とともに都市のために、 
リサイクルを再考する

GIRO Argentina
アルゼンチンのオラバリア市にあ
る5つの地区では、分別されてい
ないごみ袋を見かけることは少な
くなりました。地区の住民や商
店・オフィスの大半は、指定され
たごみ収集日にごみを出す前に分
別しています。        

パイロットプログラムの成功と
AEPW会員企業のAmcorの支援を
受けて、環境NPO Delterraは 
GIRO Argentinaモデルを、2カ月ご
とに10,000〜15,000世帯のペース
で、オラバリアの120,000人の住民
に水平展開しています。オラバリ
アは現在、ラテンアメリカで最も
リサイクル率が高い都市の一つに
なっています。

首都ブエノスアイレスから車で5
時間の場所にあるオラバリアは、
住民たちが互いに挨拶したり、立
ち止まっておしゃべりするよう
な、小さな街の雰囲気のある中規
模都市です。同じ理由から、保守
的で、変化に抵抗することもあり
ます。 

Delterraにとっての課題は、分別
しないまま毎日ごみを出すことに

慣れている住民に、ごみを分別し
自宅で保管してもらうにはどうす
ればよいか、ということでした。
この課題を解決することが、堆肥
化可能なごみとリサイクル可能な
ごみを週1回、混合ごみを週2
回、3種類に分けて道路脇収集す
るシステムを導入する上で重要な
ポイントになるのです。

消費財廃棄物の80%はリサイクル
や堆肥化が可能ですが、きちんと
分別されていないため、リサイク
ル企業に利用されないまま廃棄さ
れています。このプロジェクトか
ら得られる知見は、リサイクルの
基本的な課題に取り組む際に役に
立つでしょう。地域コミュニティ
への働きかけが始まったのは2019
年です。その当時、公共エリアで
拠点回収する既存事業に参加して
いたのは住民のわずか1%に過ぎま
せんでした。

GIRO Argentinaのチームは戸別調
査とオンラインアンケートを行っ
て、住民のニーズとモチベーショ
ンの理解に努めました。次に、5つ
のパイロット事業を実施し、コミ
ュニティ教育、ごみの収集、分
別、ソーシャルインクルージョン
に関するさまざまな知見の獲得、
精緻化、評価を事業ごとに繰り返
しました。住民の行動変容を促す
各パイロット事業は、初期のプロ
グラムで得た知見に基づいた内容
となっており、新たなごみ収集サ
ービスを導入するための下地をつ
くります。

市民と行政機関との間の共通のコ
ミットメントを持つことを重要視
し、近代的な都市であることへの
誇り、リサイクルに関して寛容 

であることが、この事業の支えとな
り、結果として大きな変化をもたら
しました。

親しみやすく使いやすい情報タッチ
ポイントを設置し、住民の自信を高
め、コミットメントを強化すること
に役立てました。これには、住民 
の質問に素早く回答するWhatsApp
のチャットボットも一役買ってい 
ます。

GIROモデルは、各家庭でごみを分
別し、指定された収集日に道路脇に
出すのが特徴です。それを自治体が
収集し、処理施設まで運搬します。
リサイクル可能なものはGIROの分
別センターに持ち込まれます。セン
ターでは、リサイクル可能なごみを
段ボール、ガラス、10種類以上のプ
ラスチックにさらに分別します。分
別されたリサイクル可能なごみはリ
サイクル企業に売却し、堆肥化可能
な有機廃棄物は堆肥化施設に運んで
処理します。混合ごみは既存の埋立
地に運搬します。

複数のパイロット事業を実施したこ
とで、GIRO Argentinaは数カ月のう
ちに参加地区のごみ分別率を1%か
ら約50%に向上させました。プロジ
ェクトのステークホルダーが共創し
たローカルなソリューションは、地
域住民の行動を変えることを実証し
たのです。

都市全体に展開する準備を整えるた
め、実証試験用の小規模なパイロッ
トプラントに代えて、商業規模の分
別センターと堆肥化プラントを建設
し、2023年5月に運用を開始しまし
た。リサイクルを支援することで、
オラバリア市の循環性が高まっただ
けでなく、かつてはごみだったもの
が資源となり、地元のごみ埋立地で
ごみを拾っていた貧困層のウェイス
ト・ピッカーに対して正規雇用を提
供することができました。

1.  廃棄物の流れをスムーズにするた
めに、GIROの作業場で収集された
家庭ごみを梱包・保管する廃棄物
作業員。

2.  GIRO Argentinaのチームは地域住
民の参加率とごみの分別率を上げ
るために、戸別調査を行った。

場所
オラバリア（アルゼンチン）

プロジェクトパートナー
DELTERRA

達成事項

120,000 50% 
人が新規または改善された廃
棄物処理サービスを利用でき
るようになった

の廃棄物が参加地区で分別さ
れた

国連持続可能な開発目標

   

2

1

Delterraの試算では、住民のリサイク
ル意識や行動を変えることは、ごみ
選別機を導入するよりもコストが抑
えられます。地域住民による分別で
は、リサイクル可能なごみ1トンあ
たり毎年50〜150米ドルのコストが
かかりますが、自動選別システムで
は200〜700米ドルです。また、プロ
ジェクトにかかる費用は、リサイク
ル可能なごみの売却益、埋立て費用
の削減、プラスチッククレジットや
カーボンクレジットによる収益のお
かげで数年で回収できる見込みです。

GIROプロジェクトはブエノスアイレ
スのバリオ・ムヒカ地区で2019年に
実施した実証実験に基づいており、
分別センターと堆肥化施設がフル稼
働し、残りの市域にごみ収集サービ
スを展開した後は、その事業を自治
体に移管する予定です。
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南アメリカ

ブラジルの都市に持続可能
な未来を

国連持続可能な開発目標

   

世帯レベルで行動変容を促すこと
を通じて、プロジェクトを遂行す
るコミットメントについても考慮
されます。都市の適格性が確認さ
れると、Recicleirosは長期的な持
続可能性を確保するための正式な
協同組合との提携を含む、分別セ
ンターの設置と管理に必要な知識
や資金をサポートします。

分別センターはプラスチックバリ
ューチェーンのさまざまなプレー
ヤーを結びつける重要な結節点と
して機能し、包括的でインパ 
クトのある、経済的に実行可能な
システムへの道筋を示します。 
また、廃棄物回収に携わる労働者

（catadores）の生活を向上させるこ
とができる直接雇用と収入の機会
を提供します。さらに、回収物の
需要と供給のギャップを解消し、
現地企業や国際的ブランド企業か
らの需要が高いリサイクル素材を
市場に供給するための支援も行い
ます。 

現在新たに、このプロジェクトモ
デルの展開がブラジルの6都市にお
いて進行中で、第一段階が終わっ
たところです。その一方で、第二
段階を開始するため、次の 
候補20都市の調査を開始しました。

Cidadesプロジェクトのインパクト
は広範囲に及び、よりクリーンな
都市にするという枠を超えてい 
ます。今後数年間にわたって、 
Recicleirosは行政、ごみ回収業者 、
企業、市民の連携を引き続き強化
し、ごみのリサイクル率を上げて、
埋立地に持ち込まれる家庭ごみを
減らし、リサイクル企業に売却で
きる資源ごみの量を増やすことを
目指します。

Cidades
2019年から、RecicleirosはAEPWと
パートナーシップを結び、ブラジ
ルの小中規模都市に14のごみ分別
センターを設置して、これらの自
治体にリサイクルシステムを初め
て導入しました。

ブラジルのセアラー州で始まった
パイロットプロジェクトは、実証
済みの廃棄物管理モデルへと進化
しました。環境NPOのRecicleiros
は、2027年までにブラジル全土 
の60都市にプロジェクトを拡大
し、3,000の新規雇用を創出して、
年間30,000トン以上の廃棄プラス
チックをリサイクルすることを目
指しています。

現在までに、84,000人の住民が新
たにまたは改善された廃棄物管理
サービスを利用できるようになり
ました。

すべては登録から始まります。持
続可能な廃棄物管理サービスの設
置に意欲的な都市は、Recicleiros
のCidadesプログラムに申請し、適
格性審査を受けることになります。
審査は厳格であり、都市のインフ
ラ、リソース、能力だけでなく、

ブラジルでは、規制の変更に伴い、
消費財廃棄物のリサイクル素材 

（ポストコンシューマー材料）への
需要が大幅に増加すると見込まれ
ています。ブラジル連邦政府が
2023年2月に2つの法令を通過させ
たことで、Recicleirosの目標はさ
らに前進し、分別センターで働く
労働者にとってもメリットが生ま
れるでしょう。最初の省令では、
連邦レベルでリバースロジスティ
クスクレジットを規定し、新規イ
ンフラへの投資を増加させること
に焦点を当てる一方で、協同組合
やウェイスト・ピッカーを優先す
ることを定めています。第2の省令
では、2020年に機能を停止した、
ウェイスト・ピッカーの社会経済
的インクルージョンを目指す学際
的委員会の「Pró-Catador」プログ
ラムを復活させています。

新しい規制は、環境に配慮しなが
ら、ブラジル社会で最も弱い立 
場にある人々の生活を改善する
Cidadesプロジェクトが、環境的・
社会的に大きなインパクトをもた
らしていることを示しています。
ウェイスト・ピッカーを議論の前
面に押し出すことで、社会経済の
発展に向けた取り組みは、地域レ
ベルでもそれ以上でも、可能性が
さらに広がるのです。

1.  Recicleirosが運営する分別センタ
ーは、バリューチェーンのさまざ
まなプレーヤーを結びつける重要
な結節点として機能している。

2.  Recicleirosの分別センター。

3.  Cidadesプロジェクトは、ブラジ
ルの60都市で30,000トン以上の廃
棄プラスチックをリサイクルする
ことを目指している。 3

2

1

場所
複数の都市（ブラジル）	

プロジェクトパートナー
INSTITUTO	RECICLEIROS

達成事項

14 84,000 
の分別センターを運営 人以上が新規または改善され

た廃棄物管理サービスを利用
できるようになった
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れ、回収されたプラスチックフィ
ルムを、プラスチック本来の特性
が求められる用途に使用すること
で、現在のシステムを変えようと
しています。具体的には、廃棄プ
ラスチックを再生ペレットに加工
して食品グレードを包むフィルム
や、シュリンクラップ、買い物袋
などのフレキシブル包装材の製造
に使用します。

AEPWは、Myplasが他の投資家か
ら1,490万米ドルの成長資金を調達
するような取引条件で初期段階に
譲許的融資を提供しました。資金
の一部は、経済に再導入される前
に、15,700平方メートルのメ カニ
カルリサイクルプラントの建設に
使用されます。2023年夏に2つの
製造ラインが稼働する予定です。

北アメリカ

プラスチック資源循環への投資 
を促進する

ミネソタ・リサイクリングプラント
ミネソタ州ロジャース市の郊外
で、循環型社会への移行が始まろ
うとしています。

米国では現在のところ、使用済み
の軟質廃棄プラスチックのパッケ
ージとフィルムは毎年わずか5%し
かリサイクルされていません。残
りの95%、例えば、使い捨ての買
い物袋、通信販売の包装材や梱包
材などは、埋立てや焼却処分され
るか、場合によっては環境中に流
出しています。リサイクル率が低
く、バージンプラスチック（再生
素材ではないプラスチック）への
依存度が極めて高いことから、近
年は国の廃棄物管理に対する懸念
が高まっています。

南アフリカのリサイクル企業
Myplasは、商業や農業で使用さ

1.  AEPWは、Myplasが追加の成長資
金を調達するのを支援した 。

2.  メカニカルリサイクルプラントは
2023年夏に2つの製造ラインが稼
働する予定。

2

1

場所
ロジャース（米国ミネソタ州）

プロジェクトパートナー
MYPLAS	RECYCLING	(MN)	INC

達成事項

1,490万米ドル
の触媒的投資

国連持続可能な開発目標
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東南アジア

インドネシアで統合的廃棄物管理 
を大規模に推進する

3

2

1

場所
インドネシア

プロジェクトパートナー
BERSIH	INDONESIAチー
ム、AEPW主導、SYSTEMIQと
MOTT	MCDONALDが後援

達成事項

3,100 31
トン以上の廃棄プラスチック
を転用

の「ホットスポット」を清掃

Bersih Indonesia:  
Eliminasi Sampah Plastik
Bersih Indonesia: Eliminasi Sampah 
Plastikは、インドネシアで最も意
欲的な廃棄プラスチック削減プロ
ジェクトです。地方自治体、国、
専門家、民間セクターの資金、地
域コミュニティとの連携を強化し
て、廃棄物管理の現状を改善する
ことを目指しています。

2040年までに廃棄プラスチックに
よる汚染をほぼゼロにする国家目
標に貢献するため、自立的に運営
され、商業的に採算の合うシステ
ムを作ることが目標です。

過去1年半にわたり、AEPWはこの
プロジェクトに取り組み、詳細な
エンジニアリング設計を行ってき
ました。資源回収施設、中継施
設、車両などのインフラを整備し
て、地区全体をカバーし、一般家
庭が低料金で利用できる回収サー
ビスを導入します。

この廃棄物管理システムで、対象
自治体で発生する固形ごみ全て
と、廃棄プラスチックを重量ベー
スで15〜20%回収する予定です。
このシステムで回収される予定の
大量の資源ごみには、強い関心が
集まっています。現地のリサイク
ル素材のエンドマーケットをサポ
ートし、安定的な供給量を確保す
るために、多国籍企業やローカル
企業が、再商品化された原料の買
い手の候補としてプロジェクトに
参加しています。これは、インド
ネシアにおけるプラスチック循環
経済が直面する最大の課題の一つ
に取り組み、自立したビジネスモ
デルの確立に道を開くものです。

プログラムの鍵となるのは、地方
政府公共事業局（BLUD）という 
公益事業体を設立することです。 
BLUDは、インドネシア初の廃棄物
管理部門である地域の環境省のも
とで事業を行い、AEPWの資金サ
ポートを受けながら、廃棄物管理
システムの運用と保守に全責任を
負います。

プロジェクトを通じて、AEPW
は、行政と資金パートナー候補の
事業リスクを軽減し、効果が実証
されたモデルをインドネシアの他
の地域で再現したいと考えていま
す。プロジェクトが完全に稼働す
ると、最終的には650万人の住民
に廃棄物管理サービスを提供し、
年間140,000トンの廃棄プラスチッ
クを資源に転換することになり 
ます。

このモデルの成功には、地方自治
体の主体性、地域コミュニティの

国連持続可能な開発目標

協力と参加が不可欠です。プロジ
ェクトの成功の大部分は、一般家
庭で有機ごみと非有機ごみに分別
し、2つの容器にそれぞれ入れて
出してもらうことにかかっている
ため、準備段階では住民の行動変
容を促すことを重視しました。

行動変容キャンペーンの一環とし
て、2022年にマラン県にある31の
「ホットスポット」（ごみが滞留
しやすい場所）で清掃活動を開 
始し、非正規のごみ捨て場から
13,500トンの管理されていない廃
棄物を回収しました。そのうち
3,100トンは廃棄プラスチックでし
た。私たちは地域住民や地元のリ
ーダーを巻き込み、ごみのないコ
ミュニティの未来がどのようなも
のかイメージできるようにしま 
した。

インドネシアはASEAN最大の経済
大国であり、この地域と世界で廃
棄プラスチックを削減する競争の
キープレイヤーです。AEPWはここ
での活動を継続します。公的セク
ター、民間セクター、市民社会と
連携することで、インドネシアだ
けでなく他の地域でも、プラスチ
ック廃棄物管理に必要な発想の転
換が可能になるでしょう。Bersih 
Indonesia プロジェクトが成功すれ
ば、サービスが十分ではない他の
コミュニティで実行できる、経済
的に持続可能な廃棄物管理プロジ
ェクトの青写真を提示することが
できます。 

1.  マラン県のバパック・サヌシ知事
とともにタランガングごみ埋立場
を訪れたAEPW。

2.  パキサジ地区のケンデルパヤック
村など、マラン県の複数のホット
スポットで清掃活動を実施。

3.  リサイクル企業のGPT Circularと
共同で行った清掃活動。回収した
ごみは分別され、買取業者に売却
された。
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中国

LOVEREのスマートビンで循環性
を提供する

LOVEREとのパートナーシップ
中国のいくつかの都市には、飲料
やスナックを販売するのでなく、
廃棄プラスチックを回収して循環
性を提供するスマートビンが設置
されています。スマートビンは成
都市や西安市の街中の歩道脇で見
かけます。リサイクル可能なごみ
を投入すると、中国で人気の高い
WeChatアプリでクレジットポイ
ントがもらえる仕組みです。

大都市の上海でいくつかの地区に
スマートビンを設置したLOVEREの
モデルを参考にしており、成都と
西安のリサイクル率を15%から
35%に倍増させることを目指して
います。

2021年11月から、環境テック企業
のLOVEREは、AEPWのサポートを
受けて約1,400個のスマートビンを
両都市に設置しています。他の多
くの空き容器回収機と同じよう
に、このスマートビンは操作が簡
単で、24時間年中無休です。2021
年の当初の計画では、住宅地の中
の重要なポイントとなる場所に

1.  LOVEREのスマートビンは使いや
すく、人工知能を活用している。

2.  LOVEREの資源回収施設で、リサ
イクル可能なごみは72のストリー
ムに選別される。 2

1

3,000個のスマートビンを設置する
予定でしたが、中国のゼロコロナ
政策の影響で2022年からプロジェ
クトは中断していました。

2023年2月にプロジェクトを再開
し、目標達成のために容器の設置
を続けています。

スマートビンは人工知能を活用し
て、リサイクル可能なものとそう
でないものを識別します。スマー
トビン内部に搭載したカメラが目
となり、物体認識ソフトとデータ
をやり取りして、紙類、金属、布
類、プラスチックを投入した人に
ポイントを付与し、リサイクルで
きないものを投入した人にはポイ
ントを付与しません。内蔵コンパ
クター（圧縮機）が作動すると内
部センサーが信号を発し、スマー
トビンに80%までごみが貯まる
と、LOVEREの回収者がごみを回収
しに来ます。回収ごみの入った大
きな緑色の袋は、市内に複数ある
中継施設か、LOVEREの資源回収施
設に直接運び込まれます。

次に、リサイクル可能なごみは72
ものストリームに選別されて、リ
サイクル企業に売却されます。成
都市に新たに建設された分別セン
ターは昨年末に稼働を開始しまし
た。西安市にも同様のセンターを
建設中です。

現在のところ、AEPWが資金提供
したスマートビンから3,400 トン
の廃棄プラスチックが回収され、
分別センターに運び込まれまし
た。 

場所
成都、西安（中国）

プロジェクトパートナー
AIFENLEI	HONGKONG	
LIMITED（愛分類有限公司）

達成事項

1,400 3,400
個のスマートビンを設置 トンの廃棄プラスチックを転用

家庭から出るリサイクル可能なご
みは、回収されるごみの一部に過
ぎません。LOVEREに協力している
オフィスビル、ショッピングモー
ル、その他の企業のごみも回収さ
れます。 

本プロジェクトは、さまざまな産
業向けにデジタル主導のエコシス
テムを構築することを目的とした
中国の「インターネット・プラ
ス」政策に沿ったものです。「イ
ンターネット・プラス」のリサイ
クル戦略ではテクノロジーを用い
て、ごみの回収、収集、分別、流
通を統合する新しい収集モデルを
構築しています。

LOVEREのソリューションモデルは
この政策と同じ目標を目指してい
ます。成都市と西安市が次の拡大
場所に選ばれたのは、人口も観光
客も多く、スケールメリットが期
待できることと、持続可能な実践
のためのコミュニティ教育プログ
ラムを通じて地域住民に働きか
け、リサイクルへの関心を高めて
いるからです。

中国国内と近隣諸国で、再生可能
な材料を使用する顧客のネットワ
ークは拡大を続けており、さらに
多くのスマートビンが両都市に設
置される予定です。LOVEREは収集
した資源ごみを付加価値の高い製
品にするための提携も模索してお
り、循環型経済を実現するだけで
なく、リサイクルされた製品を「
新しいファッション」にしたいと
考えています。

国連持続可能な開発目標
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チェンジメーカー：廃棄プラスチ
ックに取り組む若い世代
西ベンガル州のコルカタとシュン
ドルボンの市街地に新しい世代の
エコ戦士が誕生し、責任あるプラ
スチック廃棄物管理を開始して、
未来を手中に収めようとしています。

11歳から18歳の45,000人以上の生
徒がSOCEOの実施した2年間のパイ
ロットプログラムに参加し、廃棄
プラスチックによる汚染の規模と、 
問題に取り組む上で自分たちが果
たせる役割について学びました。
生徒たちは、同級生、家族、コミュ
ニティの住民など300,000人以上の
人々にメッセージを持ち帰り、自
分たちの地域やシュンドルボン・
デルタの生態系を脅かす廃棄プラ
スチックの処理問題についての呼
びかけを行いました。

このパイロットプログラムの成功
に後押しされて、SOCEOはインド
の他の地域で「チェンジメーカ
ー」プロジェクトを再現すること
に決めました。チェンジメーカー
プロジェクトのこのフェーズにお
けるAEPWの関与は終わりに近づい
ていますが、私たちはSOCEOと協
力し、同様の教育プログラムを他

の地域や世界中の人々に応用できる
よう更なる取組を行っています。

インドでは、人口増加、急速な都
市化、需要の増大に伴い、プラス
チックの消費量が急増していま
す。その結果、インド中央汚染管
理委員会の報告では、年間およそ
350万トンの廃棄プラスチックが発
生しています。

チェンジメーカー・パイロットプ
ログラムには69カ所の学校が参加
しています。まず最初にプロジェ
クトに参加する学校とパートナー
を選出し、ベースラインスタディ
を実施して、生徒たちが廃棄プラ
スチックの問題とその影響をどの
ように認識しているか把握するこ
とから始めました。次にAEPWと
SOCEOは、共同でピアツーピアの
学習プログラムを開発しました。
参加した若いエコインフルエンサ
ーは、プラスチックの用途とプラ
スチック廃棄物管理について学ぶ
だけでなく、自分自身の行動を振
り返り、変化の担い手になるのに
必要なスキルと知識を身につけま
した。

彼らはごみ清掃活動を計画し、啓
発活動や会議、ワークショップを

開催するほか、最も重要なことと
して、都市と農村のコミュニティ
でメッセージを拡散する機会を得ま
した。

カリキュラムは後に「教育学習活
動教材」としてまとめられました。

チェンジメーカーズのシンプルな
デザインは、そのインパクトとは
裏腹です。廃棄プラスチックの量
が増え、廃棄物管理がまだ未熟
で、人々の行動がしばしば染み付
いているこの国では、若い世代を
通じたこの取組が広範囲に影響を
及ばす可能性があります。

パイロットプログラムの実施
中、35カ所の学校が合計3トン以上
の廃棄プラスチックを回収しまし
た。素晴らしい結果ですが、さら
に重要なことは、プロジェクト終
了後に実施したアンケートで、カ
リキュラムに参加した生徒の95%
が「路上にごみを捨てるのをやめ
ると思う」と回答したことです。

シュンドルボン地域は貴重な生物
の生息域であり、世界最大のマン
グローブ林があります。そこを流
れるガンジス川、ブラマプトラ
川、メグナ川は、世界で最も汚染
された川と言われ、川に流出した
廃棄プラスチックがマングローブ
の根にからまり、川と森の生態系
を脅かしています。流域の野生生
物が被害を受け、特に漁業で生計
を立てる人々に影響を与えています。

1.  カリキュラムの一環で生徒たちは
啓発活動を行い、地域コミュニテ
ィにメッセージを伝えた。

2.  責任ある廃棄物収集管理について
学ぶため、生徒たちは廃棄プラス
チックを集めてリサイクルするよ
う学んだ。

3.  35カ所の学校が合計3トン以上の
廃棄プラスチックを回収した。 3

2

1

南アジア

チェンジメーカー： 
変化は教室からコミュニティへ

国連持続可能な開発目標

   

場所
コルカタとシュンドルボン	
（インド、西ベンガル州）

プロジェクトパートナー
SOCEO	gGmbH

達成事項

69 45,000 300,000
カ所の学校が登録 人以上の生徒が参加 人以上が参加、生徒の働きかけで
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タイには廃棄物管理システムがあ
りますが、多くの消費者はごみの
分別方法を知らず、ごみの多くが
埋立地に持ち込まれています。消
費者の行動変容を促し、より多く
の資源ごみをリサイクルできるよ
うにするため、回収者がごみの適
切な分別方法を啓発しています。

タイは2027年までに廃棄プラスチ
ックを100%リサイクルすることを
目標に掲げており、Eco Digiclean 
Klongtoeiモデルはこの意欲的な目
標の達成の一助になるかもしれま
せん。バンコクの都知事はパイロ
ットプロジェクトの効果を実感し
ており、パトゥムワン、パヤータ
イ、ノーンケームの3地区にこの
モデルを水平展開することを支持
しています。

東南アジア

クローントゥーイで廃棄プラスチッ
クのバリューチェーンを実現する

Eco Digiclean Klongtoei
バンコクの中心にあるクローント
ゥーイ地区では、住民がリサイク
ルの未来を握っています。

最近試験的に導入されたスマート
フォンで使うウェブアプリ「リサ
イクルマーケット」は、地区のリ
サイクルエコシステムのプレーヤ
ー（住民、企業、物流業者、回収
業者、リサイクル業者）をテクノ
ロジーで結びつけ、使用済みプラ
スチックを売買する透明性の高い
マーケットを生み出しています。
例えば、リサイクル業者はポスト
コンシューマーレジン（再生プラ
スチック）がリサイクルされる過
程を追跡して、供給された材料の
原産地と品質を確認することがで
きます。

現在、2,000人ほどの住民がEco 
Digiclean Klongtoeiのパイロット
事業に参加しており、分別した廃
棄プラスチックを地区内の8つの
収集場所に運び込んでいます。作
業員は持ち込まれたごみを記録
し、アプリでクレジットを発行し
ます。このクレジットは現金に交
換できます。

回収された廃棄プラスチックはア
プリで売りに出されます。買い手
（通常は個人回収業者、ジャンク
ショップ、リサイクル業者）は出
品されたベール（資源プラスチッ
クを圧縮・梱包したもの）を入札
します。入札が承認されると、ベ
ールは配送され、ルートはリアル
タイムで追跡されます。

Eco Digiclean Klongtoei は、タイ
工業連盟、PPP Plastics、タイ持続
可能な発展ビジネス協議会によ 
って2021年に開始されました。 
AEPWが資金を提供しています。
アプリと回収ポイントは2022年9
月に試験的に投入され、住居地
域、デパート、病院、オフィスを
カバーしています。プロジェクト
の目的は、さまざまなグループの
人々に廃棄プラスチックの分別、
リサイクル、取引をしてもらうに
は、何が動機付けになるのかを理
解することです。アプリで収集さ
れたデータによって行動パターン
を把握し、リサイクルに対する地
域のアプローチを最適化する出発
点とすることができます。

2023年5月時点で、200トン以上 
の廃棄プラスチックが回収されま
した。

人口が100,000人以上のクローント
ゥーイ地区は、多様なリサイクル
行動の背後にある要因やさまざま
な回収メカニズムの有効性を理解
するのに最適な場所です。この地
区はチャオプラヤー川、大規模港
湾施設、主要な市場に近く、大量
の廃棄プラスチックが発生するた
め、自然環境に流出する可能性が
あります。

場所
バンコク（タイ）

プロジェクトパートナー
タイ工業連盟、PPP	PLASTICS、
タイ持続可能な発展ビジネス協
議会

達成事項

200 2,000
トン以上の廃棄プラスチック
を2023年5月までに転用

人の参加

国連持続可能な開発目標

1.  コミュニティのごみ集積所。

2.  Eco Digiclean Klongtoeiのリサイ
クルマーケットアプリは、現金に
交換できるクレジットを発行し
て、分別したさまざまなごみの価
値を消費者が理解できるようにし
ている。

2

1
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2

1

東南アジア

廃棄プラスチックに関するイノベ
ーション、投資、包括性を推進する

インキュベーションネットワーク
インキュベーションネットワーク
のプログラムを通じて、プラスチ
ックバリューチェーンに関わる地
元の小規模事業者や起業家は、ア
イデアを軌道に乗せるのに必要な
支援を受けることができます。The 
Circulate InitiativeとSecondMuse
が運営し、AEPWが共同出資する
インキュベーターイニシアティブ
は、起業家に資本、ノウハウ、人
脈を提供して、有望なアイデアの
実現を後押ししています。

インキュベータープログラムに
は、Java Low-Value Plastics 
AcceleratorやThailand Plastics 
Circularity Acceleratorのようなそ
の国独自のアクセラレータープロ
グラムも含まれます。この他に、
インドネシア、フィリピン、タ
イ、ベトナムでプラスチックの革
新的なアップサイクルとリサイク
ルを目指すベンチャー企業を対象
とするPlastic Waste to Value 
Southeast Asia Challenge（廃棄プ
ラスチックを価値あるものへ・東
南アジアチャレンジ）のような広
域プログラムもあります。

350以上のスタートアップが、イ
ンキュベーションネットワークを
通じて200万米ドル以上の資金提
供を受けています。AEPWは、強
固に統合されたプロジェクトのエ
コシステムを構築するために、こ
のうち57のスタートアップを直接
サポートしています。

例えば、Eco Digiclean Klongtoei
プロジェクトがその一例です 
（「クローントゥーイで廃棄プラ
スチックのバリューチェーンを実
現する」のセクションを参照）。
消費者、ごみ回収者、リサイクル
業者を一つのアプリで結びつける
サービスは、廃棄プラスチックの
回収・処理量を増やす可能性があ
りますが、地元のリサイクル業者
の処理能力などがネックとなり、
リサイクルできる量は価値の低い
廃棄プラスチックの処理能力によ
って限られます。

Thailand Plastics Circularity 
Accelerator（タイ・プラスチック
資源循環アクセラレーター）で
は、リサイクル可能な廃棄プラス
チックのグレードを重視するタイ
企業をサポートしています。

現在、地元の4つのスタートアッ
プがソリューションの規模を拡大
して、以前は価値が低いとみなさ
れていた廃棄プラスチックの回収
や販売を増やしています。

インドネシアでは、タイとは異な
るアプローチで、廃棄プラスチッ
クから価値を生み出しています。
インドネシアのスタートアップ
Plustikは、分別施設を建設し、 

地元の人材を雇用して、価値が低
く、リサイクルしにくい廃棄プラ
スチックを選別し、街の公園の舗
装ブロックを製造しています。 

Plustikは、Java Low-Value Plastics 
Accelerator（ジャワ・低価値プラ
スチックアクセラレーター）に参
加しました。プログラムの目標
は、AEPWのBersih Indonesia: 
Eliminasi Sampah Plastikプロジェ
クトで回収される価値の低い廃棄
プラスチックのオフテイカー（買
取業者）候補を見つけ、規模を拡
大させることです（「インドネシ
アで統合的廃棄物管理を大規模に
推進する」のセクションを参照）。

現在、Plustikは、ごみ埋立地に運
び込まれる混合廃棄プラスチック
の量を年間約1,800トン削減してい
ます。

AEPWの資金とサポートを得て、
インキュベーションネットワーク
は、この地域における公正で公平
なプラスチック資源循環の実現に
近づけました。

1.  Plastic Waste to Value Southeast 
Asia Challenge（廃棄プラスチッ
クを価値あるものへ・東南アジア
チャレンジ）の参加者である
PLASTICPeopleは、さまざまな種
類の廃棄プラスチックから安全で
独創的な消費財を作っている。 

2.  Plastic Waste to Value Southeast 
Asia Challengeの参加者である
TerraCycle Global Foundationは、
河川における廃棄プラスチックの
流出防止や回収、リサイクルに関
するソリューションをデザインす
るために、地域コミュニティと連
携している。

場所
東南アジア

プロジェクトパートナー
THE	CIRCULATE	INITIATIVE

達成事項

57
のスタートアップをインキュ
ベーターを通じて直接支援

国連持続可能な開発目標

36 37インパクトを生み出す プログレスレポート2022

取締役会議長のメッセージ インパクトファイナンス イノベーションを実現する
ネットワークコラボレーションを促進する 財務概要 ガバナンス

プレジデントのメッセージ インパクト インパクト指標の開発 実証実験ソリューション



幸いなことに、日本のイノベーシ
ョン文化がこの問題の解決に役立
っています。Meglooは、AEPWの
起業サポートプラットフォーム

（End Plastic Waste Innovation 
Platform）とPlug and Playが始め
たインキュベーションプログラム
を通じて、AEPWのソリューション
ポートフォリオの一部になった2つ
のイニシアティブのうちの一つで
す。2022年に開催された日本での
プログラムで、Meglooの他に10社
が支援を獲得しました。

POOLリサイクルシステム
スタートアップのレコテック株式
会社は、2022年に日本ハブのプロ
グラムでAEPWの起業サポートプラ
ットフォームの支援企業に選出さ
れました。レコテックのPOOLシス
テムは、焼却処分されていた廃棄
プラスチックを貴重な資源プール
に変えます。このシステムを活用
して、軟質廃棄プラスチックを回
収し、リサイクルレジン (PCR材) 
を製造して、さまざまなプラスチ
ック製品に再利用することで、廃
棄プラスチックの記録を完全に追
跡することができます。ごみとし

て出たときから、再生プラスチッ
クにリサイクルされるまでを、ア
プリを使用して可視化し、情報を一
括管理できます。

レコテックは2022年11月から、東
京都内の商業施設と連携して店舗
で発生した軟質廃棄プラスチック
を回収しており、関東、関西、名

日本

資源循環の問題を解決するために、 
日本の革新性を活用する

Meglooリユース容器
流行に敏感な街・渋谷の人気レス
トランは、ランチタイムは混雑し
ます。美味しいお弁当のテイクア
ウト容器も、食べ終わればゴミ箱
行きです。ただし、Megloo（メグ
ルー）のリユース容器は、軽く洗
ってから緑と白の専用ボックスに
返却します。容器は回収後洗浄さ
れ、再利用されます。

このリユースモデルは、東京にほ
ど近い鎌倉で、使い捨て廃棄プラ
スチックを減らすために始まりま
した。現在はAEPWの資金とサポ 
ートを得て、渋谷と横浜のほか、
さまざまなイベント会場で実証実
験を行っています。

まず始めに、Meglooのリユース容
器を使用する飲食店に電話でテイ
クアウトを注文します。お店で調

理して、軽量のポリプロピレン製
リユース容器に詰めてもらい、支
払いを済ませて受け取ります。日
本で広く利用されているメッセー
ジアプリのLINEを利用すれば、す
べてのやり取りが簡単にできます。
アプリで加盟飲食店に貸し出され
た容器の番号を追跡し、利用状況
や容器の場所を確認できます。食
べ終えた容器は、対応店舗や返却
ボックスに返却し、回収後にもう
一度洗浄され、再利用されます。

このプロセスは一つの容器につい
て100回繰り返されます。2022年
11月から2023年5月の間に、 
Meglooの容器は3,100回以上利用
されました。

Meglooを開発した株式会社カマン
は、今後このサービスをフードコ

ート、イベント会場、オフィス、
デリバリーサービスにも拡大した
いと考えています。9つの市町村・
スタジアムで、また88のレストラ
ンとフードトラックが、リユース
容器を使用しています。再利用可
能な容器に対する需要は高まって
おり、カマンは2025年までにおよ
そ50トンのバージンプラスチック
の使用を回避して、CO2排出量を
削減できると見込んでいます。

日本は過剰包装気味で、サンドイ
ッチやリンゴ1つでも包装されま
す。そのため日本は、ごみの厳し
い分別ルールがあり、ごみのポイ
捨てや不法投棄が禁止されている
にもかかわらず、世界最大の廃棄

プラスチック排出国の一つとなって
います。

場所
東京（日本）

プロジェクトパートナー
カマン、レコテック

達成事項

9 88
の市町村・スタジアムが参加	 のレストランとフードトラッ

クが参加

3,100
回以上のテイクアウトで容器
を使用

国連持続可能な開発目標

国連持続可能な開発目標

2

1

1.  POOLシステムについて業界関係
者と投資家にプレゼンテーション
するレコテックのサーキュラリテ
ィデザイナー・坂内智恵氏。

2.  Meglooリユースプロジェクトに
ついて説明するカマンCEOの善積
真吾氏。同プロジェクト
は、AEPWの起業サポートプラッ
トフォーム日本版で選出された11
案件のひとつ。

古屋、福岡、札幌など、その他の
エリアの支店からも回収すること
を目指しています。レコテックは
2026年までに14,000トンの軟質廃
棄プラスチックを回収しリサイク
ルすることを考えています。

カマンとレコテックの2社は、 
AEPWの日本における最初のプロジ
ェクトパートナーです。AEPWは日
本で引き続き、開発とスケールア
ップが可能な新しいテクノロジー
を模索していきます。
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インパクトファイナンス 
果たしています。つまり、AEPW
の資金によってプロジェクトのリ
スクを軽減し、商業資本がプロジ
ェクトのスケールアップと水平展
開に資金を提供できるようにする
のです。AEPWは通常、初期段階
にあるプロジェクトの資本支出に
資金を提供しますが、成長段階で
スケールアップが見込まれるプロ
ジェクトに運転資金を提供するこ
ともあります。初期段階の資金提
供は、革新的なアプローチやテク
ノロジーがどのようなものか評価
する必要があり、本質的にリスク
が高くなります。しかし、資本構
成と技術的観点の両方からリスク
を軽減することができます。

通常の資金調達手段の他に、革新
的なテクノロジーを迅速にスケー
ルアップすることができる、新た
な資金調達手段が必要なのです。
このことが、ESG投資に力を入れ
るロンバー・オディエ・インベス
トメント・マネージャーズと提携
して、プラスチック循環経済への

AEPWの目標は、資金を動員して、プラスチック循環経済ーを生み出す新しい
アイデアの実証実験に活用することです。資金の一部は私たちが自ら直接調達
し、プロジェクトに投入しています。それと同時に、第三者からの資金調達も
目指しています。

移行を加速するインパクト・プラ
イベート・エクイティ・ファンド
の設立につながりました。2022年
5月に発表されたプラスチックサ
ーキュラリティ・ファンドは、プ
ラスチック資源循環の向上のよう
なニッチな投資分野に触媒的資本
を呼び込むために、外部金融機関
と機関投資家から5億米ドルの資
金を調達することを目標としてい
ます。AEPWは、コーナーストー
ン投資家として1,000万米ドルを投
資することをコミットしています。

このファンドの目的は、廃棄プラ
スチックによる環境汚染を削減ま
たは回避するために、ソリューシ
ョンを提供または促進し、プラス
チックのバリューチェーンにおけ
る温室効果ガスの排出量を削減す
ることに取り組む民間企業または
事業体のポートフォリオに投資す
ることです。AEPWは5年間の投 
資フェーズにおいて、ファンド 
のテクニカルアドバイザーを務 
めます。 

ニューヨークで開催のALL_Summit Leadershipで講演するジャスティン・ウッド。

AEPWは、大きく3種類の資金を調
達・動員しています。

ソリューションアクセラレーター
ファンド
この資金は、AEPWの会員企業が
支払う年会費から調達され、通常
はグラントまたは譲許的融資の形
でプロジェクトの資金として使用
されます。2033年末までに、累計
2億2,500万米ドルの資金が配分さ
れました。

会員主導のコミットメント
この資金は、AEPWへの加盟にあ
たり、会員企業がプラスチックに
関連する自社の持続可能性プロジ
ェクトに投資することを誓約する
際に提供する資金です。この誓約
（プレッジ）は、AEPWの会員に
なるときに表明する「Member 

Directed Commitment ( MDC)」 
と呼ばれるものの一部です。会員
企業の中には、MDC資金を自社の
プロジェクトではなく、AEPWの
プロジェクトや、AEPWのプロジ
ェクトに密接に関連した活動に 
投入する企業もあります。

触媒的資本
この資金は、AEPWが会員企業以
外の企業から動員する資金です。
資本市場、政府、開発金融機関、
政府系投資ファンド、ファミリー
オフィスから調達します。AEPW
の目標は、このような第三者組織
に対し、私たちのプロジェクトへ
の共同出資や、私たちの活動に関
連するアイデアへの出資を働きか
けることです。この主な例として
は、ロンバー・オデ ィエ・イン 
ベストメント・マネージャーズの
プラスチックサーキュラリティ・

ファンドがあります。触媒的資本
に関する報告は2023年のプログレ
スレポートで行う予定です。

AEPWは慈善団体であるため、資
金調達の種類と「リターンの期
待」はその他の金融機関とかなり
異なります。一例を挙げると、 
AEPWは通常、経済的リターンよ
りもインパクトリターンを期待し
て、グラントまたは譲許的融資を
行います。私たちとは対照的に、
プライベート・エクイティは魅力
的な内部収益率を求めます。これ
は、AEPWの資金と第三者の資金
をクリエイティブに組み合わせた
強力なブレンデッド・ファイナンス
が可能になることを意味します。

多くの点で、AEPWが直接コント
ロールしている資金は、これがな
ければ投資しなかったであろう第
三者の資金を呼び込む触媒機能を

インパクト資本スタック

グ
ラ

ン
ト

AEPWが提供 
するグラント

その他の 
グランター

譲
許

的
融

資
AEPWが提供す 
る譲許的融資

開発金融機関

商
業

融
資

を
活

用

商業銀行

エ
ク

イ
テ

ィ

AEPWが提供す 
るシード資金

VCファンド

成長資本

バイアウト

会員企業のコミットメントの
評価
AEPWは、既存または入会予
定の会員企業の投資がMDCの
要件を満たしているか判断す
る枠組みを開発しました。こ
のアプローチにより、会員企
業の取り組みはAEPWの目標
に沿ったものである必要があ
ります。 

AEPWは会員企業のプロポー
ザルをいくつかの基準によっ
て評価します。プロポーザル
は以下の条件を満たす必要が
あります。

追加性 – 提案内容がAEPWの
目標に貢献する新しいプログ
ラムや取り組みであること

マテリアリティ – 提案内容が
管理されていない廃棄物の除
去や回避に貢献し、企業のス
テークホルダーの他に、住民
や地域社会に対して明確なメ
リットをもたらすことを示し
ていること

会員企業のコミットメントの
多くは複雑で、完全に実施す
るには何年もかかります。こ
のような場合、会員企業はプ
ロジェクトに支出する金額を
正式に宣言するよう求められ
ます。この金額は、他の会員
企業による適格なプロジェク
トの確定している支出金額と
合算され、AEPWの報告書に
MDCの合計金額として記載さ
れます。 

会員による適格なプロジェク
トの総額10億2,500万米ドル
にのぼり、すでに5億3,200万
米ドルが支出されています。

40 41インパクトを生み出す プログレスレポート2022

取締役会議長のメッセージ 実証実験ソリューション イノベーションを実現する
ネットワークコラボレーションを促進する 財務概要 ガバナンス

プレジデントのメッセージ インパクト インパクト指標の開発 インパクトファイナンス



イノベーションを実現する
スタートアップ企業を、サンフラ
ンシスコ、パリ、シンガポール、
サンパウロ、東京、ヨハネスブル
グにあるEPWIPのプラットフォー
ムにおいて評価しています。EPWIP
を通じてスタートアップ企業と
Plug and Playの投資家・企業パー
トナーネットワークを結びつける
ことで、いくつかのスタートアッ
プ企業は大きく成長しました。 

例えば、ブロックチェーン技術を
活用することでトレーサビリティ
と透明性を提供するOceanworks
は、プラスチック業界で実績のあ
る企業と協業しています。カマン
とレコテックはAEPWが資金提供
したプロジェクトで成長したスタ
ートアップで、カマンはリユース
モデル、レコテックはリサイクル
システムの構築が高く評価されま
した（「実証実験ソリューション」
のセクションを参照 ）。 

2022年末までに、160以上のスタ
ートアップと220以上のパイロッ
ト事業が、AEPWが資金提供する
EPWIPを通じてさらに発展してい
ます。対象となったスタートアッ
プ企業の進捗状況から試算した 
結果、AEPWが初期段階に行った
500万米ドルのシード投資によっ
て、過去3年間に1億7,000万米ドル
以上の追加投資が行われました。 

アライアンス賞：軟包装材に関す
る循環型ソリューション 
残念なことに、資本投資だけで
は、廃棄プラスチックの除去に必
要なイノベーションを生み出すこ
とはできません。プラスチック問
題の規模は大きく、革新的な資金
調達手法やインセンティブに基づ
く仕組みが必要です。 

2022年4月、AEPWは軟質廃棄プラ
スチックに取り組む新たなソリュ
ーションの模索を開始しました。

廃棄プラスチック汚染の問題はグロー
バルな政策課題となっていますが、多
くの国では解決策が存在しないか不十
分な状況です。世界経済フォーラムの
イニシアティブ「Global	Plastic	Action	
Partnership」のレポートによると、	
2040年までにプラスチック循環経済に
移行するには、研究、インフラ整備、
管理コストに1兆2,000億米ドルという
途方もない費用がかかるとされてい	
ます。

AEPWは、環境中に廃棄プラスチ
ックが流出するのを食い止めるイ
ノベーションを支援しています。
私たちは自らの取り組みのインパ
クトを最大化することを目指して
います。これには資金を動員し
て、プラスチック循環経済を生み
出す新しいアイデアの実証実験に
活用することや、グリーンフィー
ルド型のイノベーションを積極的
に推進することが含まれます。   

End Plastic Waste 
Innovation Platform
End Plastic Waste Innovation 
Platform　（プラスチック廃棄物
に終止符を打つスタートアップを
募るイノベーションプラットフォ
ーム。またはEPWIP）は、初期投
資家、スタートアップ、企業をつ
なぐグローバルなイノベーション
プラットフォームであるPlug and 
Play Tech CenterとAEPWが共同で
創設したプラットフォームです。
プラスチック汚染問題のソリュー
ション開発に取り組む約3,000社の

1.  廃棄プラスチックを無くすイノベ
ーションプラットフォームで評価
されたスタートアップは、グロー
バルハブを通じてインパクトをも
たらすことが可能に。

2.  EPWIP日本ハブの選考日。

3.  AEPWが資金提供するカマンの
Meglooリユース容器プロジェク
トは、テイクアウト容器のシェア
リングモデルを構築。

2

1

3
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1

イノベーションを実現する

アライアンス賞は、起業家、資
本、技術的専門家をつなぐプラッ
トフォームでもあります。コンテ
ストには世界中から600件ほどの
申し込みがあり、年末までに60件
の提出があり、ソリューションの
インパクト、拡張性、実現可能
性、革新性が評価されました。 

300万米ドルの賞金を獲得したの
は、水の代わりに低圧超臨界二酸
化炭素を使用してポリオレフィン
フィルムの汚れを除去する独自の
洗浄プロセスを提案したNextekの
COtooCLEANプロジェクトです。
賞金はプロジェクトの資金に充て
られます。このソリューションに
よって、使用済みプラスチックの
除染が容易になり、食品グレード
のレジンにリサイクルしやすくな
ります。 

イノベーションを育成すること
で、地域の廃棄プラスチック管理
能力が向上し、バリューチェーン
における創造力と専門知識を活用
して、プレーヤーが根源的な課題
から学び、ソリューションを適用
できるようになります。

3

2

1.  EPWIPシリコンバレーハブでのス
タートアップ企業によるプレゼン
テーション。

2.  AMP Roboticsは再生可能な材料 
を分別するロボットシステムを 
開発。

3.  Recycleyeは人工知能、画像認
識、リサイクルロボットを使用し
て、廃棄物管理業界向けに自動化
されたターンキーソリューション
を開発。

4.  EPWIP東京ハブのスタートアップ
企業。

4
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コラボレーションを促進する 

AEPWの設立当初から、廃棄プラスチックの回収と管理を	
改善するアプローチの根底にあるのは、コラボレーション	
です。

AEPWは、マルチステークホルダ
ーフォーラム、サイドイベント、
主要グループ、マルチステークホ
ルダー・ダイアログから有益なイ
ンサイトを得ています。これに
は、NGO、科学技術コミュニテ
ィ、国や地方自治体の代表者との
コミュニケーションも含まれま
す。このようなグループは、プラ
スチック汚染をなくすために必要
な主な活動、将来の国際的に法的
拘束力のある制度を通じて取り組
む機会と課題、さらなる団結とイ
ンパクトをもたらすことについ
て、さまざまな形で情報交換を行
っています。

まなフォーラムにオブザーバーと
して参加しています。廃棄プラス
チックの管理とリサイクルの分野
におけるAEPWの技術的知見は高
く評価されており、専門知識や科
学的知識を幅広く共有していま
す。また、私たちは既存の政策決
定の実情を明らかにしています。 

AEPWは、国連環境計画と気候変
動枠組条約の認定企業・業界代表
として、交渉と意思決定は国連加
盟国の特権であるという基本原則
に基づき、関連する政府間会議に
参加しています。

環境に流出する廃棄プラスチック
をゼロにする、というのは野心的
な目標です。この複雑な問題に対
するソリューションを生み出すに
は、世界、国、地域レベルで、政
府、企業、市民社会、金融機関、
大学すべてが、一丸となって協働
することが必要です。 

グローバルな視点を提供
AEPWは、国と地方自治体の政府
を含む、すべてのステークホルダ
ーと連携します。私たちは国や地
域のニーズや要件を理解するため
に、国連主催のものも含むさまざ

2

1

包括的なアプローチをサポートする 
2022年3月、AEPWは、ナイロビで
開催された国連環境総会にオブザ
ーバーとして参加し、プラスチッ
ク汚染をなくすための国際的に法
的拘束力のある文書について交渉
する権限が与えられました。スト
ックホルムでは、各国政府、市民
団体、金融機関、業界関係者を集
めて、プラスチック資源循環の実
現に向けた資金調達のアイデアを

共有するとともに、各国が直面す
る最も喫緊の課題について共通理
解を図るための支援を行いました。 

いかなる場においても、AEPW
は、地域や国のニーズとキャパシ
ティを考慮した包括的なアプロー
チに貢献することを目指し、地域
コミュニティ、国、インフォーマ
ルセクター、自治体、市民社会、
民間部門との協力を推進してい 
ます。

1.  マラン県のバパック・サヌシ知事
とともにタランガングごみ埋立場
を訪れたAEPW。

2.  ブラジル政府により新しい法令が
通過したことで、NGO Recicleiros
がごみ処理施設の労働者のために
掲げた目標の達成に向けてさらに
前進するだろう。
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財務概要
2022年12月31日現在

総収入、ソリューションアクセラレーターファンド（累計、単位：万米ドル）
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総資本配分、ミッション関連（累計、単位：万米ドル）

���

���

��

��

地域別資本配分、ミッション関連
（����年設立時からの累計）

アメリカ (AMER)
�����万米ドル 
���

ヨーロッパ、
中東、アフリカ (EMEA)
�����万米ドル 
���

アジア太平洋 
(APAC)

�億���万米ドル 
���

グローバル
�����万米ドル
���

■� ����� �■� ������
�
■� 	�	�� ■� ������

累計資本配分

2億2,500万
米ドル 
���

4,000万米ドル
���

3,200万
米ドル
���

■ コミットメント資金
 （配分された経費を含む）
■ 管理費および一般経費
■ 偶発事象および引当金

2022年にAEPWは7,700万米ドルの収入を得ました。これにより、2019年設立以来の累計総収入は2億9,700万米
ドルとなりました。このうち76％（2億2,500万米ドル）が、プロジェクトやその他のミッションに関連した活
動に割り当てられました。
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ガバナンス
リーダーシップチーム
AEPWのリーダシップチームは、環境中の廃棄プラスチックをなくすというミッションを実現するための戦略的
アプローチを策定し、実行します。

ガバナンス
AEPWは、ガバナンス、説明責任、透明性に関するベストプラクティスに取り組んでいます。私たちの役員、執
行委員会、取締役会は、AEPWの戦略的アプローチについてインサイトを提供するとともに、各階層のチェッ
ク・アンド・バランスを確保しています。

役員
役員は戦略の方向性を導きます。 

執行委員会 
執行委員会は、AEPWの予算、プログラム目標、重要な方針、規則の承認について取締役会に勧告を行いま
す。また、新規会員、戦略的提携、後援者、アドバイザーの承認、リーダーシップチームへのプロジェクトに
関する助言を行います。

取締役会
取締役会は取締役全員で構成され、経営陣の監督を含むAEPWの全般的な監督に責任を負います。取締役会は執
行委員会からの提案を検討し、投票を行います。

ジェイコブ・デュアー ソフィア・ポルチェリ ニコラス・コレシュ

プレジデント CFO兼オペレーション担当、 
バイスプレジデント

プロジェクト担当、バイスプレ
ジデント

アリソン・リム ジャスティン・ウッド スティーブ・シクラ

コーポレート＆パブリックアフ
ェアーズ担当、バイスプレジデ
ント

戦略的パートナーシップ担当、
バイスプレジデント

バイスプレジデント兼アメリカ
統括責任者 

（2022年12月31日退任）

ジム・フィッタリング ラモン・ラグアルタ トム・サルモン

AEPW会長、ダウ会長兼最高経
営責任者

AEPW副会長（2022年12月31日
まで）、ペプシコ会長兼最高経
営責任者

AEPW財務責任者、ベリーグロー
バルグループ会長兼最高経営責
任者

2022年12月31日現在
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ガバナンス

常任委員会
メンバーシップ委員会
メンバーシップ委員会は、会員企業の入会案内、エンゲージメント、維持のための活動を支援します。AEPW
のスタッフが会員を増やすための勧誘戦略を立てることを支援し、AEPWの取締役会メンバーがアンバサダー
として新しい組織にAEPWについての広報・宣伝活動を行うことを奨励します。また、会員資格の要件や特典
を見直す提案について助言を提供し、会員経験の質をチェックします。メンバーシップ委員会の委員長は、執
行委員会と取締役会に会員数の推移や勧誘活動について定期的に報告を行います。 

監査委員会 
監査委員会は、AEPWの財務ガバナンス、リスク管理、内部統制の状況を監視し、執行委員会に報告します。
監査委員会は、上記の各項目を検討し、執行委員会の承認を得て、これらの分野における方針の適切性と有効
性について取締役会に助言を行います。監査委員会は、独立監査人、AEPWの経営陣、内部監査人、および執
行委員に向けて開かれたコミュニケーションの場を提供します。

報酬委員会
報酬委員会は執行委員会によって任命され、役員に報告し、AEPWの上級幹部に対する報酬パッケージを評価
および承認する取締役会の責任を遂行します。報酬委員会は、多様性、公平性、包摂性に関するAEPWの価値
観とベストプラクティスの精神に則り、報酬と福利厚生に関するすべての決定について検討し、役員の承認を
得るための提案を行います。

アドバイザリーカウンシル
2021年に、公共部門、市民社会、学術界、国際機関のリーダーで構成される諮問委員会が設置されました。ア
ドバイザリーカウンシルは、戦略、優先事項、業務についてプレジデント兼CEOに専門的な助言を提供しま
す。2022年12月31日現在のメンバーは以下の通りです。

イヴォンヌ・アキ=ソーヤー、OBE アクセル・ボルヒマン フアン・ミゲル・クーナ

フリータウン市長、シエラレオ
ーネ

連邦環境・自然保護・原子力 
安全・消費者保護省局長補佐、 
ドイツ

環境天然資源省フィールドオペ
レーション・環境担当次官、 
フィリピン

カルロス・シルヴァ・フィーリョ リンダ・ゴッドフリー教授 キーフ・ハリソン

国際廃棄物協議会（ISWA） 
会長、ブラジル

ノースウエスト大学、および廃棄
物研究・開発・イノベーション
ロードマップのマネージャー; プ
リンシパルサイエンティスト、科
学産業研究会議（CSIR）、 
南アフリカ

リサイクリング・パートナーシ
ップ創設者兼最高経営責任者、
米国

梶原成元 リア・カラー博士 李 道季教授

公益財団法人　廃棄物・3R 
研究財団（JWRF）理事長

シニア環境オフィサー、地球環
境ファシリティ（GEF）

海洋プラスチックごみ研究セン
ター長、華東師範大学
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執行委員会メンバー

会員企業

ネットワーク

AEPWのミッションを実現するため、私たちは90を超える企業、市民団体、
組織からなる世界的なネットワークを構築して、廃棄プラスチックの問題が
深刻な地域で成果を出すことに全力で取り組んでいます。

AEPWの会員企業は、有意義なインパクトを生み出すために連携を強化しています。プラスチックのバリュー
チェーン全体と直接協働してはじめて、廃棄プラスチックに、可視化できる真のインパクトを長期的に与える
ことができると私たちは考えています。

戦略的パートナー
各分野のリーダーがAEPWの戦略的パートナーとなり、プロジェクトについての情報提供、選定、実行を支援
してくれます。

後援者
後援者はAEPWの取り組みを熱心にサポートしてくれます。彼らがもたらす専門知識、インサイト、斬新な視
点によって、私たちのグローバルなインパクトを最大化することができます。
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廃棄プラスチックを無くす国際アライアン	
ス（AEPW）は、米国デラウェア州の法律に
基づき設立された非営利団体で、米国内
国歳入法501条(c)(3)が規定する非課税の
公共慈善団体です。環境中の廃棄プラス	
チックの根絶をミッションに掲げていま
す。本レポートに掲載されている写真
は、AEPWのプロジェクトパートナーおよ	
び会員企業の厚意によるものです。すべ	
ての写真の著作権は、それぞれの所有者
に帰属します。AEPWは、特に明記しない	
限り、本レポ	ートに掲載された写真の	
所有権を主張するものではありません。

Copyright 2023 © Alliance to End Plastic Waste. All rights reserved.

本レポートの内容は、一般的な情報提供を
目的としています。レポートに記載されて
いる情報を提出したAEPWおよびその会員
企業は、レポートの内容の完全性、信頼性、
正確性について保証するものではなく、ま
た内容の誤りや漏れついていかなる責任
も負いません。本レポートはAEPWの許可
なく変更することはできません。

あなたもともに課題を解決しませんか。	
詳しくはウェブサイトをご覧ください。	
endplasticwaste.org
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